
1 ɽ͸͡Ίʹ

　ೌ崎市はฌݝݿのೆ東部にҐஔし、人口໿45	
ສ人、市Ҭ໘ੵは5�.7�ὕであり、人口ີ度໿9
���
人ʗὕの中֩市であります。市内に山がなく、ࡔ
道もগないため、ెาや自సंでの移ಈにదして
います。ೆ部に޻業஍Ҭ、中ԝ部に঎業஍Ҭ、๺
部にॅ୐஍が޿がる形で発展を続けています。
　水道管路Ԇ長は、ಋ水管及び഑水管合わͤて水
道事業は1
�2�ᶳ、޻業用水道事業は1�3ᶳを༗し
ています。これら管路施設の維持管理は、業務委
ୗによりその大൒を実施しています。

　本市の๊える՝୊として、昭和3�ʙ4�年୅の高
度成長期にܹٸな人口૿Ճに伴い഑水管੔උを
行っており、管路の更新཰は໿ 1ˋで行っている
ものの、管路を更新するまでの期ؒは長寿命化を
図りͭͭ維持管理を行うことは必須であり、その
඼࣭向上とޮ཰化はૣٸにऔり૊まͶ͹ならない
ঢ়گにあります。また、人口のݮগ、৬員਺のݮ

গがਐΉ中、維持管理における%9化のਪਐが՝
୊となっています。
　今回は、ద੾な࢈ࢿ管理のもとにϛΫロϚωジ
ϝントを実施するに౰たり、管理システムのಋ入
と活用ޮ果、これからの՝୊解ܾに向けたऔ૊み
にͭいて঺հするものです。

2 ɽҡ؅࣋ཧۀ຿ͷݱঢ়ͱ՝୊

（1）現ঢ়
令和ݩ年の水道法改正に伴い、国のΨイυライ
ン（ҎԼ「Ψイυライン」という。）を参ߟにશ
ての管路施設の఺جݕ४をࡦఆし、令和 2年度よ
り施設ڧ化のऔ૊みとして新たなج४での఺ݕを
委ୗ業ऀにて実施しています。఺جݕ४ࡦఆに౰
たっては、施設の重要度や఺߲ݕ目を設ఆし、఺
。ස度をܾఆしましたݕ
（2）՝୊
令和 2年度より実施した఺ݕにͭいては、委ୗ
による఺݁ݕ果を紙ഔ体でडけऔり、৬員にて内
༰を֬ೝし表計ࢉιϑトに入ྗするなどにより、
集໿し管理していました。表計ࢉιϑトにより集
໿された成果はෳࡶなߏ成であり情報量もଟく、
୲౰ऀの人事ҟಈの際にはे分な引͗ܧがなされ
ずにトラϒϧが発生することも૝ఆされるため、
これらのରࡦとして、ܧ続的かͭ安ఆした඼࣭を
保ͭには఺݁ݕ果の集໿までの࢓૊みをシステム
化することがٻめられました。
　また、維持管理業務は、今まで技能࿑務৬員が
୲いखとしてそのଟくを実施していたものです

水道管路施設の維持管理におけるシステム活用
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が、ࣥ 行体੍のݟ直しにより委ୗへ変更しました。
そうした中で現場では、技能࿑務৬員に୅わり委
ୗ業ऀが఺ݕを行うだけでは現場のঢ়گや఺݁ݕ
果を೺Ѳするまでにタイムラάが発生すること
や、ૣٸに修સを要する場合などにࢧোが生͡る
έースもあることから、*5技術をऔり入れ、଎
やかに情報をڞ༗するなど、今までの఺ݕの࢓૊
み自体をݟ直す必要ੑが生͡ました。
　その΄か、スΫϦーχンάによる࿙水調査、衛
੕を活用した࿙水調査など、*5技術のਐาによ
り、ैདྷख法をݟ直し維持管理の現場に新技術を
औり入れることで、よりޮ཰的ɾޮ果的な維持管
理業務を行っていく必要ੑも生͡ました。

3 ɽγεςϜͷಋೖ

システムは、水道管路の施設୆ா、఺݁ݕ果の
集໿を主な目的とするものでありますが、Ϋラ΢
υܕのシステムとすることで、ϦΞϧタイム情報
のڞ༗化がՄ能となり、他業務での活用として、
ٸ時におけるԠ֐ࡂ、༗ڞ事情報、断水情報の޻
෮چ活ಈなど局内શ体の࿈ܞ、ޮ཰化を図れるも
のにできるとߟえました。そして、令和 4年度に
プロϙーβϧํ式で業ऀબఆしシステムをߏங、
令和 5年度よりӡ用を開࢝しました。
（1）システムߏங
業とシステاஙに౰たっては、システム開発ߏ

ムߏஙに向けた協ٞを重Ͷました。その中で本དྷ
の目的である維持管理におけるར用の΄か、他業
務での活用をよりޮ果的に行えるように局内શ体

でϫーΩンάά
ϧープを立ち上
げる事が提Ҋさ
れ、計画、建設、
水、設උ、維څ
持管理の֤部໳
によるϫーΩン
άάϧープがߏ
成されました。

　その中では、֤部໳におけるシステムの活用が
提Ҋされるとಉ時に、局内におけるシステムར用
にͭいてੵۃ的なٞ࿦が行われました。
　その݁果、఺ݕなど維持管理でのར用として

1）఺݁ݕ果のσータ஝ੵ、管理
2）施設୆ாの管理

　　 3）維持管理業務委ୗの管理
他業務での活用ํ法として

༗やόϧϒのૢڞ事情報、断水情報の޻	（4
ཤྺొ録࡞

5）੺水発生時のରԠ
　　 6）	Ԡڅٸ水活ಈなど֐ࡂ時の情報集໿
などもར用できるようシステムߏஙを行いました。

システムは、Ϋラ΢υܕのシステムであること
から、ݸ人*%とύスϫーυでのロάイン機能、
ロάの管理、౥ࡌする情報に੍ݶを設けるなどの
情報流出にରする஫ҙを෷いました。
（2）システムಋ入
システムಋ入の際には、局શ体でੵۃ的にシス

テムをར用できるよう、局のશ৬員をର象とした
ಋ入報ࠂ会を実施しました。
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システムӡ用開࢝後は、ຖ月のར用ঢ়گを日ผ
時ؒผに೺Ѳすることでద正なΞΧ΢ント਺の管
理、Քಇঢ়گが೺Ѳできる体੍を੔උしている΄
か、֤՝からのシステムへの要๬、ෆ۩合報ࠂな
どを集໿しシステム開発ا業に保守を委ୗしӡ用
しています。
（3）ಋ入ޮ果
システムಋ入から、໿ 2年が経աし、ҎԼにࣔ

すような業務௿ݮ等のޮ果がಘられました。
①	委ୗによる఺ݕ及び࿙水調査業務に関する業
務量の௿ݮ
②	఺ݕσータの管理に関する業務量の௿ݮ
༗に関する業務ڞ事情報、断水情報の局内޻	③
量の௿ݮ
④	࿙水事ނ時などにおける修સ業務のਝ଎化
また、令和 6年 1月の能ొ൒ౡ஍਒の֐ࡂ೿ݣ

活ಈの際にも、システムに活ಈ内༰を入ྗするこ
とで、現஍活ಈ内༰がڞ༗でき、後発ୂへの࡞業
引͗ܧもスムーζに行えたことなど、今後の֐ࡂ
Ԡԉ活ಈや、本市のඃࡂ時の活ಈにおけるར用が
期଴されますʢਤ �ʣ。

� ɽγεςϜͷ՝୊

　લ߲でड़べたように、維持管理におけるシステ
ムར用により業務のޮ཰化は図れていますが、今
後、新たな技術へのରԠや、さらなるརศੑの向
上を目ࢦすことが重要になります。
　今後、法ఆ଱用年਺をܴえる管路施設が૿Ճす

ることから、管路の長寿命化に向けたରࡦは必須
となります。そのため఺ݕによりಘられたσータを
システムに஝ੵし、σータを解ੳすることで、管
路の長寿命化の実現を目ࢦします。しかしながら、
水道をऔりרく環境は༷々に変化するものであり
システムをར用するに౰たっても、ҎԼにࣔす༷々
な՝୊解ܾに向けてରԠする必要があります。
①	Ψイυラインの変更など、఺جݕ४のݟ直し
にରするॊೈなରԠ

②	人޻衛੕をར用した࿙水調査等の新しい技術
へのରԠ

③	஍਒などによる大ن໛֐ࡂ時におけるਝ଎か
ͭޮ཰的なରԠ

　こうした՝୊の解ܾに౰たっては、現場の直໘
している՝୊や要๬を۩体化し、システムに൓ө
していくことが必要となりますが、その実現のため
には水道の現場でのχーζと、ا画ɾ開発するຽ
ؒの持ͭシステム開発技術との࿈ܞがෆՄ欠です。
　そうしたことから、本市においては令和 6年度
より令和 8年度までの 3Χ年において今回ಋ入の
システムにͭいてシステムがより現場にଈしたも
のとなるようシステムڞಉ研究の協ఆをక݁し、
現在実施していますʢਤ 5ʣ。

5 ɽڞಉڀݚ

ಉ研究の体੍ڞ（1）
ಉ研究に౰たっては、水道技術部ॺの৬員をڞ
中৺に、実務をよりシステムに൓өするため֤՝
からベテラン、एख৬員といったߏ成でڞಉ研究

ਤ �ɹ֐ࡂ೿࣌ݣʹ͓͚Δ৘ใ఻ୡ
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ϫーΩンάάϧープを立ち上げましたʢਤ 6ʣɻ

　ϫーΩンάάϧープにてݕ౼した݁果のڞ༗
を、ఆ期的に行う事で、システムへの関৺を局શ
体にਁಁさͤることができています。
（2）スέジϡーϧ
、ಉ研究はڞ 3Χ年で行う事としていますが、

開発に౰たっては、ҎԼのϑローで行う༧ఆとし
ていますʢਤ 7ʣ。

　ॳ年度に部໳ผϫーΩンάと開発ऀにて①χー
ζの集໿を実施し、現場とシステム開発とのずれ
が生͡ないようにҙݟ出しをしてもらいます。次
年度Ҏ߱は、ӡ用に向け開発とূݕを重Ͷて現場
でのӡ用をさらにศརにしていきます。

6 ɽ௕ण໋Խʹ͚ͨ޲γεςϜͷ׆༻ʹ͍ͭͯ

　౰ॳ、施設の఺ݕ業務において大量の఺ݕσー
タの管理などにྀۤしていたことからシステムಋ

入に౿み੾りました。ӡ用後、఺ݕσータは施設
ຖに分ྨ੔理されޮ཰的に஝ੵされており、それ
らをޮ果的に活用していくことが重要と͡ײてい
ます。
　今後、水道をは͡めとしたインϑラの老朽化に
よる事ނの૿Ճがݒ೦される中、ط設管路の長寿
命化に向け、఺ݕσータを活用しͭͭ、水管橋や
หྨのάレーυ൑ఆなどの管路施設ঢ়ଶを೺Ѳ
し、管路施設のϝンテナンスを計画的に行う事で、
安શに更新時期まで࢖用するための維持管理計画
を現在、立Ҋ中です。
　これまで、長寿命化に向けて管路施設は5�年ఔ
度で更新してきたものが、今後は寿命1��年といっ
た経験したことがない期ؒの維持管理を行ってい
く必要にഭられています。
　一ํ、人ࡐの໘からも維持管理の現場では施޻
の৚݅などଟくの੍໿がある中でその修સํ法な
どに関する஌ࣝ、経験がෆ଍しているのが現ঢ়で
す。
　そうしたことから、システムには施設のঢ়ଶに
合わͤたରॲํ法、ϝンテナンスཤྺなどを記録
し஝ੵすることで、技術ܧঝの一ॿとなることを
期଴しています。

7 ɽ͓ΘΓʹ

　今後、人口ݮগ、物価高ಅなど༷々に変化する
社会経ࡁ情੎の中で、安৺安શかͭ安ఆ的な水道
事業のܧ続に管路のద੾な維持管理はෆՄ欠です。
　そうした中、ڞಉ研究に協ྗいただいているよ
うにຽؒا業の持ͭ஌ࣝと、自治体のχーζを合
わͤて水道事業に活用することが重要とߟえます。
　ຽؒا業のシステム開発に伴うϊ΢ϋ΢と、水
道事業ऀの管路施設の維持管理に係るϊ΢ϋ΢を
࿈ܞさͤることで、さらなるޮ཰的かͭޮ果的な
管路施設の維持管理を目ࢦします。
協ྗいただޚಉ研究にڞ、後になりましたが࠷　
いた᷂日水ίンのօ༷にରしてँײのҙを表しま
す。

ਤ 6ɹϫʔΩϯάͷߏ੒

ਤ 7ɹγεςϜ։ൃͷϑϩʔ




